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１.ベルリンの化⽯燃料を使わない地域暖房への取組み



51-1．ドイツ／ベルリンの概要

＜ドイツ＞
・⾯積約35.7万k㎡（≒⽇本国⼟）
・⼈⼝約8,482万⼈
・2023年GDP（国内総⽣産）3位
・⽇常会話ドイツ語

＜ベルリン（⾸都）＞
・⼈⼝約370万⼈
⼈⼝の約70%が都市部に居住

・気候 夏季平均気温22〜25℃
（最⾼30℃以上）
冬季平均気温4℃〜5℃（最低-2℃）



61-2．ヴァッテンフォールヒートベルリン（概要）

・スウェーデン ストックホルムに本社を置く⼤⼿電⼒・エネルギー会社

・スウェーデン政府が100%所有

・スウェーデン北部の⼭岳地帯で⽔⼒発電事業、ストックホルム北のフォルスマルク
原⼦⼒発電所など多数の原⼦⼒発電所を運営

・ベルリン最⼤の地域暖房会社
供給対象︓64.5万⼈、68,000社
製造設備︓発電所24か所、100以上のエネルギー供給施設
地域導管ネットワーク︓総延⻑約2,068km（⻄ヨーロッパ最⼤）

・ウクライナ危機
ガスの調達先をロシアから南アフリカへ切替
LNGの30%を⽯炭と⽯油へ変更



71-3．ヴァッテンフォールヒートベルリン社の取り組み
ドイツとベルリンエネルギー事情
・⼈⼝の約70%が都市部に居住、ビルからのCO2排出量が多い（1,700万トン/年）
・地域暖房が重要な環境要素を占めている。
・1,700万トン/年のうち、地域暖房分500万トン/年。

→2030年までに⽯炭、褐炭から脱却して200万トン/年削減予定

⽯油
CHP

ガスボイラ

ガスCHP
バイオマス

ヒートポンプ

⽔素ボイラー

⽔素CHP

バイオオイルボイラー

産業廃熱

深層地熱エネルギー

2030年まで 再⽣可能エネルギー43%（現状5%）脱⽯炭、ガス使⽤量減
2035年まで 再⽣可能エネルギー54% 排熱利⽤、ヒートポンプ利⽤
2040年まで 再⽣可能エネルギー100% ⽔素導⼊（具体的な⽅法、補助⾦、規制等今後検討）
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２.オーストリアの総発電量6割を占める⽔⼒発電



92-1．オーストリア／ウィーンの概要①

フロイデナウ水力発電所

シュピッテラウごみ焼却場

＜オーストリア＞
・⾯積約8.4万k㎡（≒北海道）

約2/3アルプス⼭脈
・⼈⼝約892万⼈
・⽇常会話ドイツ語

＜ウィーン（⾸都）＞
・⼈⼝約197万⼈（≒札幌市）
・気候 夏季平均気温22〜26℃

冬季平均気温0℃前後



102-1．オーストリア／ウィーンの概要②

＜エネルギー関係＞
・再エネ︓総エネルギー消費量の30%以上（2021年）

総発電量の80% （2021年）
（再エネ⽔⼒60%、⾵⼒10%、バイオマス6% 太陽光など）
ドナウ川を主要河川として数多い⽔量豊かな河川
3,000ヶ所超の⽔⼒発電所

・化⽯燃料は輸⼊依存（⽯炭97.9%、⽯油97.4%、天然ガス73.2%）（2020年）

・熱需要︓オーストリア全世帯の約40%が化⽯燃料で暖房

＜今後の気候変動対策＞
・2040年カーボンニュートラル達成
・2050年カーボンフリーな経済・社会の達成

・2030年まで国内電⼒需要100%再エネ、
輸⼊電⼒への依存を解消予定



112-2．フェアブント株式会社（概要）

・オーストリア・ウィーンに本拠地を置くオーストリア最⼤の電⼒会社

・オーストリア政府が株式51%を保有

・発電構成 100%再⽣可能エネルギー
（⽔⼒90%以上、残りは地熱発電、⾵⼒発電、太陽光発電）

・総発電出⼒8,300MW（主要河川（ドナウ川、イン川、ムール川など）
に約130の⽔⼒発電所保有）

・ドナウ川には9つの⽔⼒発電所を保有、総発電出⼒2,060MW、
年間発電量12.4TWh
→オーストリア年間⽔⼒発電量42.5TWhのうち約29%を発電



122-3．フロイデナウ⽔⼒発電所
・竣⼯︓1998年（計画・設計7年、⾏政の建設許可4年、建設5年）

・建設費︓11億3千万ユーロ（約1,800億円）、全体費⽤の40%コンクリート建物、
⼟⽊⼯事費⽤、8%が機械設備費⽤

・発電出⼒︓30.3MW×6台、カプラン式⽔⾞6台（流下量500㎥/s/台 3,000㎥/台）

・年間可能発電量1,052GWh（オーストリア国内の消費電⼒約2%に相当）
フロイデナウ⽔⼒発電所 外観 カプラン式⽔⾞

・カプラン式⽔⾞ ⽻根⾞の⽻
根の⾓度を変えて⽔量調節
・タービン⽻根⾞の直径7.5ｍ
（ヨーロッパ最⼤）



133．まとめ

・地域暖房は1900年前後からスタート（ドイツ）し、早くから熱電併給、ごみ排熱
を活⽤、蓄熱設備を併設

・古い建物が多く建て替えが少ない、地下インフラの敷設（地下利⽤が進んでい
ない）が少ないなど、安価・容易に熱導管敷設ができる環境
国の地形を上⼿に活⽤した再⽣可能エネルギーの拡⼤

・地域暖房が国の国策で古くから普及していることから、インフラ、サービスとして
⺠間企業や国⺠に根付いており、環境に対する意識が⾼い

・脱炭素に向けて、国策、企業のビジョンが明確。国⺠と⼀体となって⾼い意識を
持ちながら実⾏する強い意志が感じられた

・⽇本でも脱炭素に向けた具体的な政策・計画の⽴案、実⾏が必要（国⺠に分かり
やすいもの）
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